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いまだ6万5千人が避難生活
　2014 年の戦争から丸 2 年が過ぎ
たガザ。幹線道路沿いでは、がれき
がほぼ撤去されていて半壊の家も見
当たらなくなり、知らない人は2 年前
に惨状が起きたことに気づかないかも
しれません。また道路はかなり修復さ
れ、新しい建物やアパートの建設も
進んでいます。しかし国際的な復興
支援は約束された金額の三割しか入
っていないということで、いまなお、6
万5千人が仮住まいをしています。
　家を破壊された人たちの多くは、借
家に住みながら、家屋が再建される
のを待っていて、その一部は鉄製コン
テナに住んでいます。ハンユニスのホ
ザ地区は 2014 年の戦争で多くの家
屋が破壊され、大勢の死傷者がでま
した。カメラを持った外国人を見ると、
幼い子どもたちまで「メディアだ！」と
反応します。生後1週間目の赤ちゃん
がいるコンテナに招かれて、少しだけ
お話を聞きました。コンテナは砂地の
上に土台を作らず置かれているため、
夏は太陽の熱にさらされ、冬場は床
上浸水に見舞われます。しかしどこの
家でも失業状態なので、みな我慢し
て暮らしているのです。
　国連難民救済機関（UNRWA）と
パレスチナ自治政府（ラマッラー）、そ
れにイスラエル政府の合意によって

「ガザ再建メカニズム」という取り決
めが 2 年前にできました。それに基づ
いて、数か月ごとに被災家庭の再建の
ための建設資材の搬入が許されてい
ますが、各資材単位での搬入許可で
す。また資金援助を受けると、部分ご
との建築許可になるため、まとまった
工事をすることができないそうで、シ
ステムを使おうとすると時間がひどく
かかります。すでに2 年が経過し、待
ち切れずに自力で建て替えている人
たちもいるため、支援資材の一部が
闇市場に流れていて高値で売られて
いるそうです。また2 年前には搬入さ
れていた木材や鉄材が、「軍事転用
可能」という理由で、最近では搬入
許可されなくなっています。
　各家庭への電気は8 時間ごとに来
るという建前ですが、ガザ市の中心
的な住宅地だけのようで、ガザ南部
や北部の住民に聞くと1日に4時間と
か全く来ない日があるということでし
た。水の供給も場所によっては2日お
きということで、相変わらず厳しい生
活です。当会でも配布をした充電式
扇風機や LED ランプ、またソーラー
パネルなどの需要が高まっていました。

障がいを負った人たち
　親を亡くしたり子どもを亡くした家
族では、生き残った人たちも身体・精
神に大きな傷を抱えています。一人息
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です。乳がんの宣告
は死亡宣告に近い
だけでなく、それを
理由にした離婚も
多いからです。乳が
んにかかった女性
は離縁されたり、実
の子どもたちから関

子夫婦を亡くした女性は、残された
孫たちの世話を一人で背負っていまし
た。3歳の孫娘は脳の損傷で左半身
がマヒしていて立ち上がることができ
ず、お尻で床を進みます（写真上左）。
あまりにも幼すぎて、戦争の記憶も両
親を失ったことも分かってないようで
したが、表情には不安定さが感じられ
ました。祖母は一時見舞金を受け取っ
たそうですが、孫たちを連れないと外
出できないため、家屋修復の手続きを
することもできないということでした。

500人へのリハビリ支援
　いまだに多くの人が負傷による後
遺症に苦しんでいます。深刻なケー
スは脚や腕の切断、脳機能や脊椎
の麻痺です。9 歳の少女は、脳の損
傷で自力では座ることもできなくなり
ました。突然の地上侵攻で逃げ道を
失い、階段下に隠れていた一家は家

から出ようとしたところに砲撃を受け、
祖母、母親、二人の娘が亡くなりまし
た。父親は息があった娘を抱きかか
え、怪我の軽かった二人の娘たちを
連れて、ガザ北部から数キロ歩いて
病院までたどり着いたそうです。瀕死
状態だった娘は緊急手術を受けて命
を取り留めたものの、その後トルコで
再手術を受け1年前にガザに戻って
きました。継母と姉妹が彼女の世話
をしています。1年近いリハビリによっ
て少女は枕に支えられながら体を起
こすことができるようになり（写真上
右）、指は動かないものの、両手でス
プーンや鉛筆をつかめるようになりま
した。母を亡くしたうえに自力では動
けなくなり、心理的にも非常に難しい
状態で、食べることを拒否したり、か
んしゃくを起こしたりします。リハビリ
は続いていますが、心理サポートが非
常に重要になっているとのことでした。

　 国 連 人 口 計 画（UNFPA） や、
CFTA などガザの NGO と協働して、
乳がんの早期発見と啓発の事業を開
始しました。ガザでは女性の死亡率
の一位が乳がんです。日本では早期
に発見されると乳がんの生存率は70
％以上（イスラエルでも60％以上）と
いうことですが、ガザでは40％以下

1年半で200人が回復
　12 歳の少年はパンを買いに弟と家
を出たところ、ミサイル攻撃の巻き添
えになりました。弟は亡くなり、少年
は腹部と腰椎に大きなけがを負い、ヨ
ルダン川西岸に搬送されて9か月治
療を受けました。この秋から学校に復
帰しましたが、左右の腰の骨の高さが
違うため跛行しているうえに、排せつ
のコントロールが効かなくなっていま
す。家では明るい笑顔を絶やさないも
のの、他の子どもたちのいじめにもあ
っていて、この少年もリハビリだけで
なく心理サポートが必要です。
　今年は、ガザの南部と北部で 500
人近い負傷者へのリハビリを行って
いますが、昨年 5月に開始したリハビ
リ支援の結果、これまでに200人近
い子どもたちが筋力を取り戻して通学
など社会的な復帰を果たしています。
　栄養改善の活動も進めています。低
体重、貧血、骨粗鬆、その他の深刻
な栄養障害の子どもが非常に多いの
です。現在は特に深刻な乳幼児300人
に薬剤を出しています。脳性麻痺や心
疾患などの持病を持った子どもでは栄
養障害が顕著です。三か月間の支援の
結果、7割の子どもで体重や身長の増
加、ヘモグロビン値の向上などが見ら
れています。　　　　　

左側がマヒした3歳の少女 体を起こす訓練

乳がんの啓発活動

2016年 ガザでの新たな事業
乳がんの早期発見と啓発
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　2014 年のイスラエル軍の攻撃で
は公立学校160 校が破壊されました。
それ以前から、ガザの公立学校は二
部制で1日に4 時間しか授業がなく、
また西岸政府とガザ政府の対立から
教員の給与もきちんと支払われてい
ないなど、教育をめぐる環境は10 年
前よりも悪化しています。
　そこで、小学校の教員に「アクティ
ブラーニング」という参加型の授業ス
タイルを研修し、また学校で補習クラ
スを開講するなどして、教員の能力向
上と子どもの学習への意欲を上げる
ための支援を開始しました。今年度5
つの小学校と2つの児童館で活動し
ています。
　実施する学校を訪問しました。一
つの学校は午前が女子1000人、午
後は男子1000人という超マンモス校、

係を断たれるなどの偏見から、多くの
女性が受診しなかったり、家族に内
緒で治療しようとするなど、戦前の日
本を想起させる状況が現在も続いて
います。ちなみにガザでは、マンモグ
ラフィーや超音波などの診断、化学療
法と手術はできますが、放射線治療
はイスラエルに行かないとできません。
　この事業では、女性保健センター
で検診を行うほか、精密検査が必
要な場合はほかの医療施設に紹介し、

できるだけ早く診断結果を得て、治療
を早期に始めることを目指しています。
また地域での女性対象の啓発セミナ
ー、近所の人を個人宅に集めた学習
会、患者さんの家庭訪問とサポート
を行っています。地域での啓発セミ
ナーでは模型などを使って非常に詳
しく説明をし、活発な質問が参加者
から出されていました。個人宅を借り
た会では、電子レンジ、環境ホルモ
ン、精製された砂糖などが話題になっ

ていて、ガザの女性たちもたくさんの
情報量を持っていることに驚きました。
それにもかかわらず、社会的偏見のた
めに、多くの女性が検診や受診に二
の足を踏んでいるという実情がありま
す。10月にある「世界乳がんデー」に
は、女性たちがピンク色のスカーフを
かぶって、大きな人文字で「ピンクリ
ボン」を作ります。

そのうえ二部制
の学校で、10 年
前までイスラエル
の入植地があっ
た地域にあります

（ヨルダン川西岸
では入植地が増
えていますが、ガ
ザではイスラエル
の入植地は10 年
前に撤 退しまし
た）。周辺はガザ
の中でも有数の
貧困地域です。教育予算が政府から
ほとんど降りてこないため、理科室に
はフラスコや試験管が数個あるだけ、
サッカーボールも1000人に数個しか
ありませんでした。理科室のテーブル
には水道の蛇口やガスの元栓がつい

ていますが、水道は
水道管とつながれ
ておらず、ガスもプ
ロパンはありません。
子どもたちの座るイ
スもなかったのには
びっくりしました。子
どものときにどのよ
うな実験をしたこと
があるかと当会の
若い地元スタッフに
聞くと、道具のほと

んどいらない電気回路の実験は経験
したことがある、顕微鏡で植物の細
胞を見たことがあるだけ、という答え
が返ってきました。
　別の女子の学校では、校長以下全
員女性の教員で事務職も女性だけで
す。体罰はしていないということでし
たが、教員がゴムチューブを手に持っ
ていたり、教室に棒が置いてあったの
が印象的でした。一クラスの人数も多
く、クラスを維持するのも大変なよう
です。子どもたちがクラスでお客さん
にならないようにするためには、教員
や校長の意識を変えていく必要があ
ります。ガザの中にもある先進的な取
り組みを普通の学校にも広げていく
ため、この秋の新学期から教員の研
修を開始しています。   

学校教育の質的向上をめざして

新学期の始まった学校

児童館で遊ぶ子どもたち


